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十 公 事 法 整 の の 域
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特 土 農 農 知 知 知 知
定 地 林 林 事 事 事 事
調 収 水 水 権 権 権 権
達 用 産 産 限 限 限 限
契 法 大 大 に に に に
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に よ 権 権 る る る る
係 る 限 限 保 保 保 保

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
定 特 肥 肥 農 道 道 土
置 定 料 料 業 営 営 地
漁 第 の の 振 土 土 改
業 三 登 登 興 地 地 良
の 号 録 録 地 改 改 区
漁 漁 の 事 域 良 良 の
場 業 失 項 の 事 事 定
計 者 効 の 指 業 業 款

第

〇 〇 〇 〇
等 平 一 一 北
の 成 般 般 海
決 十 競 競 道
定 三 争 争 公
年 入 入 債 告（

農 度 札 札 の
政 に の の 償
部 お 実 資 還

号

毎
週
火
・
金
曜

月 表 可 開 の の に （
二 発 事 承 関 二
十 行 業 認 す 件
七 為 計 の る ）
日 に 画 出 工

関 の 願 事
す 変 の
る 更 し
工 の ゅ

金 事 認 ん
の 可 功

曜 完 認
了 可

る 事 に に 安 安 安 安
落 業 係 係 林 林 林 林
札 の る る の の の の
者 認 保 保 指 指 指 指
等 定 安 安 定 定 定 定
の 林 林 の の の
公 の の 解 解 予
示 指 指 除 除 定

定 定 の
施 の 予
業 解 定
要 除
件 の

画 に 変 定 の 変 の
係 更 の 工 更 変
る の 一 事 計 更
共 届 部 の 画 の
済 出 改 完 の 認
契 正 了 決 可
約 定
の
締
結
に
つ
い

所 い 施 格 示 目（
管 て に 縁
分 補 関 故
助 す 債

そ 金 る ）
の 等 公
三 を 示
） 交
付
す
る
事 次
務

日
発
行

日

（
公 （ （ （ （ （
園 都 都 砂 砂 道
下 市 市 防 防 路
水 環 環 災 災 整
道 境 境 害 害 備
課 課 課 課 課 課

の 予
変 定
更
の
予
定

（ （
建 建
設 設
部 部 （ （ （ （ （ （
総 総 治 治 治 治 治 治
務 務 山 山 山 山 山 山
課 課 課 課 課 課 課 課

て
の
同
意
の
確
認 （ （ （

土 土 土
地 地 地（ （ （ （ （

漁 水 流 流 農 改 改 改
業 産 通 通 村 良 良 良
管 経 対 対 計 指 指 指
理 営 策 策 画 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

又
は
事
業
、
補
助
対
象
経
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政 補 護 護 政 発行
課 助 課 課 課
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し第第

ん
た
証回回
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河海平 道

口道成 告

付公 示

近債年 第

に 根の７

お 室平月

） 率 ） ） ）
電話

一 一 一 一 ペ
一 一 一 〇 ー
二 一 〇 九 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇
一 遊 特 都 建
般 技 定 市 築
競 機 調 計 基
争 の 達 画 準
入 道 認 道 契 道 法 法 支
札 警 定 公 約 教 に に

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
第 知
四 事
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北 彰
海 公 の
道 受

１４

債債

公公

号号

３１

億億

の号号

書１２

円円

万万

償３

等
号柄債債

番公公

還

億

金３

額円円

億万

け 海成 号

る 区日

漁年 「
さ 業８ 告
け 調月

・ 整
ま 委日

す 員定

」 会時

採 指償

捕 示還

のに

制係

庁
の 察 及 安 育 よ よ（

告実 本 び 委 物 庁 る る
施 部 型 員 品 十 開 公 示
に 告 式 会 の 勝 発 開
関 示 の 告 購 教 行 の
す 検 示 入 育 為 意
る 定 ） 局 に 見
公 等 に 告 関 の
告 の 係 示 す 聴

告 る る 取（
二 示 入 工 の
件 札 事 実
） の の 施

介 賞
護 者
支 告
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

－

一
〇
九

万
せ
円 当
券

し 海

ん 北
道

た 知万 事

円 証
書 堀券
の

限

の
ん
せ
抽

る

示

と
の

次
を

金
元

、
果

結

公 完
告 了

（
三
件
）

試
験
の
実
施

（
介
護 （
保 人

番
号 達
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等万
券

還
償

り
お

一す
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五。

一 一 一 一 一
三 二 二 二 二
三 九 四 三 三

険 事
課 課
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第第

号号号

２３４

回回回

第
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海海海海

北北北北

第第第第

道道

号号

３４５１

回回回回

号号

号

海
北

平道
成第
十
三回

年２

七

債債債

公公公

号

億億

９
円円円

億万万

億
８

債債債

公公公

９９

債

公公公

円円円

万億億

６

債債

億億

９

円円円

万億万

６３

債債債債

公公公公

億億億

４

９

円円円円

万万万億

月公

二債

十
七
日

億
３

金円

曜

－ －

日

２

政政。道平け

資次と付
の 格令 い令が成等

の

第 ず第行
う年事 れ

指７業 要に

る
るめ契資業

す定
加に

要と
必のの

にも務 者

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
告自

及 り 示治
、年び年 第

一７委度

法
施
般月託に

払還 海海

北北支償
２３

所日

第第場期 道道

回回

第
道
海
北

営 の の も名月を 条 条 回

件該競
現で 第 第 当争日ん ４ ４
項 項 る札在い ２ １ す入

と関おこ の に こににる
て。 定 定 。すいと 規 規

者名き よ る指引 に する

す種

な停き 競 でを続 り

北

は
格。
資る約格類

な

行り海海

、平に飾北格

成
わ付道以道 に

に没没

定年れけ戦下戦

め７る

追格追

る月北係者資者

海る も

式と式

の日道委悼」悼

行

とに戦託

業お 競 号令
争日務い

類が

和札種道

昭入のて

に

よ

令すし

政加結

年参締

者う

第る

８

以要る

。必す

号にと

公公定成

号号指平

７
債債支

９６所月
場８

払年

億億

日

億
７

債
公
号
６

円円

万万

こさ年 入 い止２ 争

円
万

特 の 。て上 へ とれ以 札

こ、 を

い台 加

な設 参

い
菊 れ

、 さ

。台 除

と登 排

一没契特い特

帯 い

花 て

。台

、般者約設う設

し
該争悼、）、

当競追台

約札の台台

契入式登登

よ公設菊菊

にの特、、

調を、帯帯

り告台花花

すう台製製

達行登作作

役成菊びび

る平、及及

資に

下な

委

」定る

令をめ

政格定

う。海契 いた北託

とめ

る 第事係 ）知に 。道約

堀一
般 条

－
－

－

一
一
〇－

飾 い

び な

及 で

製 者

作 る 花飾飾

こり

務
種９作付付

の年帯りり

資

は６及の

類月製けけ

日び

項

札 １

達入 第

争 ５

競 の
の参

也に
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格再再し格資

ウ成資

平 申 を企申たの格

成 請 有業請申有の

十

の す組し請効有

三 る合よ書期効

年 者又う類間期 方

七 では法とを及間

北 海

５

提北格再次行

資をアイ
格小

申 出海審のう資中

ずとを企 請 先道査いこ

健再れが有業 の の保の

協

称福申かです等 事

名
及祉請由にきる

道 公 報

４
格申資申資申

及め資た

請請 協い審格格請

びて

査の査類

業る査審審書

合き申ののを

組とのの

請出

に。請申申提 時方

あの期請法

第

３

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

特） 協企該格局等 の号

件が同 第 同業中要長協

例等小

号

海い該た

北て当し

れ明
業あ

戦こ託で

道る委者

追証にこ

者を務る

没と

月 あ協す提び

二 る業る出当

十 も組者し該

七 の合はな期

日

限あ４れの

にで、け間
な新

るるのば更

）格のら手

。資

金

変有請い

をを申な続

曜

る者同
しる類

更す書。

合

所保当。の組

び部該

地課る該

在護す当

引に組

北で格業

者資企
除

札続るを

道き係合

海

格を。

市資業く

幌き営

っ時ははす

央を相）

中

は及平次こ

て期、、る
掲に

、び成にと

設方

行

の７るり

立法年げよ
請わ

際月申

に

のれ

格か類け

資日書な

行組 ３ 組

有８提ば

をら

同業、う合 条 合協企は

組等適官法 第 法

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及
び組明げ る

悼明関と

中合をる 協 号

設者要

特た、

式しし。
書

登る様

、あ仕

台で求

花載

菊。記

、とに

台こ
作特

帯の

日

先

のが出

もの提

たもの
提

員該

成当

構、

のに

そ

示

た指

しの

更先

変出

を

る

北よ、あ

区得続で

も

す又格

条と併資

３う合
す

丁も譲有

６るはを

西

で

、よ者

はにる

目の渡
し構

審継の

格承そ

資り

な

る６先ら

す月出な

査

で当。

でま、い

者日に

のに出

も間提

るの該

あ

示

成け指

構なの

がし先

業 ）

過なよ

のばに

員れ

企次す業 組 第
小が有企

いと合 条
業のる組 合 ３
団
体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小
律きと い 等
法と」 と 業

り要

飾の

び等

及台

製設

のた

務満

業を

け等

付件

のに

制る

体い

行て

執し
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作
り
よ

入保
下 札金 札

入開開入以証
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た成
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申
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２３４
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入平契北入
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参年項札行札
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加

１

占。し

をい成

数な作

託託

成札委委契履

平入
に

７す務務

年付業業約行

はい う 協

月るのの期場

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

北

次

７

海

の 道

と

資資当

告
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示

り

をに格許
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す定係、

般

備を

整と

がこ

るする免

さ証
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格係効格

資に有資

約
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のる期
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等 時所

す
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額 ９の
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含

告場央及所

る道す中所
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総規丁幌６
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北央保

体す中

合定目市
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北
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札
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量入約海

数契
書ら市
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説日
よ成平
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海け

区

戦一
没式る

喪

競 号

失が資業、争

者る営許

の要関録札

次格に登入

い件し等

れ該法取下

ずに、を以

か当令り

該な規さ札
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すこにたと

当い定れ」

るとよとい

は入定

間争新に
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約

格落契

資のる

、札め
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す定係
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後た
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ン海道
祉６号

資福西１

ーの健
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こ
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追９平
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海、１

北台で目
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菊
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帯

堀
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た
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っ期
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知、

の行
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り
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び
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製

作
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わ

、
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い
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契
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め。
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１
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交のは 消費境 、消分を

費税そ基
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開に入

も契要そ号ア

を

金札

札 て書掲札入

っ約
札成る額書 のの 入作げ
に の入等に

時
他は係載

お 有要札に記

効否

第

め

６７８
便札令予

入郵郵落政た

説等及者第定

札交交便

価 明付付にびの

格

方る報定の 条 書よ電決

交入に方制 の の場

限 付所法札よ法

号

入下下
以以

平札
成保政財
十証令務
三金」規
年のと則
七

算換

畜者の予転 納い」

範急

環負備の緊

産の整

町
市

のを促囲推

境担の

称旨 税等の盤 付名趣

村

当）急 る及 等相３緊 す

、
価は立 き額事び確 抜

助村 当該町 相当補市 格
る請象 すの

と金対

額代

る

て な、るす

い

こ求者

額

２ 札効費金

、 入無消
、

規 限す等は

に にと税
費

す 。。取消

定 るるの

格 た等

資 しい税

る ）扱

第

し 落る

有 を係

を 者に

札囲 項 関入範 １ にるの
で 規 る海のは内 に す北
項札所認有 定 事道場、

市交なな る 幌でめ効 す

央す。札 合 中付い入 場
た き 北。し 除 区るを を
、 ３

月付うと

二の。い

十免）う

七除第。

日） 、

第 条 納
付の

及か 法７条 方

金

北第 はびら 等

曜、海 地

村

を費町

業経市

事る

道

同

に協

合業

場農

う、

行

に
と時

当若

る合

け組

お
が る村 す町 算補市 加

。

・
料 と食 こ助

盤 等基 象 税境 費環 消対

者 と事

い 者税

な 札課

相

あ た 。で し る者

の す業
事 務税 財免 、か 札る 入

務 西の 財 条者

者 則業 規

入 第 目、 則 丁ち 規 ６う
札 北

の

保１載

道第記

海条書
定価

祉規札

福の入

健項

部

日

の 規 治で 務 自ま 財 方条
め

施定 則 法

と 和 令る 昭 行

こ
に 北 和ろ 年 昭
海

該し 令。 規 政る 道 年よ

す長

要庁

に支

業は

事く

加費立 を確 額急 経 当緊
策
対

成助の 平分 補

以 率

で 第

月
７等内 年

あ
を

各か
る 条

北

北次 海

海の 道

道と

る

告

がお

入契ここ

示

平り

札約との

第

成定

談締が入

合結あ札

め

護よが

保に格
の後るの

定低

課り最
合委

契こ詳談引

アイ取

に入は情員

約名所の細
及入がへ 在 関札、報会

第 第則

す

し落で

算者
イ

。 。号 号

共

計とか

合者る

た札あ

第第第

通通通通

共共共

第

式式

様様様様

号号号号

通通通通

共共共共

式式
第第第第

号号号号

交付類共

請き２

申べ第

付す通 日

共

添書式

に係様

書関号
２

報べ第

績す通

実付類

書関号

告き

年る 号

に

い入行度。

疑に。執

合公い

あ談、お

が札は

助

認事す補

との開て

る
れあ等

らが。金

め実る

の
きと付

とた交

たっを

称地契説っ通

るび札あ

は書場を

務約明た報

事

う

担北郵電、に合行

を

る事こ

当海便話調よ、

号手。情と

す道番番達

組健続聴が

る保号

の取あ 織福

止誓。

の祉－－停、る

名部

等約 － 称保

出

にたし

額っ申

金なを
落と

未、こ

円はる

１者
が後
数定

端決
の札。

満

式式

様様様様

るや
あ速

期部 出 出出

提提提

式式
る庁部

別す支１

限先数

添書式

に係様
示

指日
に

北付部及部

交出限出
提

１ 道請、提 海申数び数

期 事の出先部 知書提出

ら事

、める

は認す

堀

提

執証は

のる又

札れ務

入

補

取得、

をを業

行拠事

は象

めき対

やと助

りた

及護が書

こ、経

る

有の び課北

り徴

札る及 内 在道得取

所海

積

幌。び 線 地

市

の

中－算

央

内

か

西徴

条の

３書

北訳

区

等
そ税

、費
は消
きに
と

数課
端の

の

一金税

一額事

二

達

摘

捨あ
りで
切者

を業

を補

が約、

と契費

也要

取

す等

。除率

る解助

あ

てる

正
公

に

目び

丁並

６

業
。事

）税
。免

るか



愛野 川
塩

中天北住

平 ペ

成 ン

十 別ケ東吉

三
年
七 中ょ中ょほ業土客

北 海

関成

のの平

次そ地富今

区金 地
区係

月

つ類７名野南

に書年

いは
て、
、平日事農中備

道 公 報

北 の

海 定認平同

道 可 款平成

告 の成年示 変

月第 更年
を７日

認月

号 可
し日土沙門

第

北

土
道

海

産内図補地
告 力農る助改
示 を業たす良
第 維生める法

持産、。昭 ・の予号 増維算和

号

成調中

事平産る

進生れ
整で

業
に急田

度緊水

年の、

月 山）山、場用地土

二 間間農整用改、

十 地地用備排良区

七 域域地水総画

日

い整理

総総改担）合整

育 整整保手備） 合合良

備備全
）成農

金 農型業

業道］用 農

曜 、用

道成免山、
用ほほ排 用

農間客 営
地７整域、

土年道地土
合き 業 改月備総暗

良
のら

業か備）

事日整ょ
農 土

良、用

改間用

地日の業

地土 改土 。町 地流 た別

名区区
良 良 区改 改 良地

進持の
内律 つ増囲法 し・範年

国をで第 つ大

第
）

号

す

い大有

お拡の

２
第

条

支め
のわ生

米行る

てが

同が体

協長団

業庁る

農
認

と
合当

組適

日

備農 水

整整、 排

場場水

道

客暗、 農

、、道 、

備

、ょ 暗

、ょき 、

土き暗
海

北同同北

きき農、

暗

、

業般水

事一排

道道

海

計覧北道

更縦農 種 変の

知場

を供道ほ

画に海、

堀

た。
める事類整

定す

北

覧道道
海海

縦北北

。

場当掲

の
項

堀
事
知
道
海

規

水水

に に補る

定 合該げ

り けのの田田よ お助も

次 当象付付、 る対作作

と 事な系系の 該と体体

り に経換換お 業る転転

同

が緊田協

土 要費指実

進体合

当推付組

適急作
対

め業転に

認事系等

と
う急当

団行緊し

るを換
業

水合進事

が場推該

体

庁

支支

川走

上網

田又事

和のて平

昭そい白

置

庁

農縦成

老
地
域 年業覧

事 海興供７

の 北振に年

場島山

達渡檜

道地す月

所庁庁

也支支

海
北

地桂館折同西

告
道

区丹

第
示

名岡戸羽

第

也
達

北

次 海 川

平 の 道

と成 条 告の お 示

り年 ２ 第

道７ 第
３ 西

営月

改 るう推事地 すの導証

区 費、事費良 経ち進業
額幌 ２定

はに費

又次業

作は業費

岩 内
以
１
の
分

う助

体町行補

付市をを

換水業る

転が農す

系村

項
中 告域る

示の。日

第区
域
を番

示
表地 号

興図ら 振たか 業し１ 農
の、で 域はま 地面４

号

生地山免

事新農中同農

域整

調全地道

産保間農

進合

業推備総備

整整

災

対工防

水除地

排排農

特

の策事

項 土 号

定 地画改規 土区地日 の

）業よ 良理事に 改整良

備事告 整工公 合のり 総

る をす

農別式

手し

い了。 担完

第指般 でく政に一 村除
号す道 る）６示農 あ。
を式様備 合様る整 場

共共共

）
幹

基
疎
過

者

第第第請

通通通申
式町

様様様市

号号号が
指

通政に

共農別式

式式
６示

第第

道 定限 海 指に 北 号号す

及 部 一） 政 の。 農 ）る

村海 をび 農北 部
次一 計道

番 の一

地 よ画知

三

及 う課事

農農農

関か 改び堀１ に

地業用

別

全

種業全用保

農保用地

水
排）

用）水）

用）排

了成

完平同同同同

類）

土

］、

型で

成の

育た
法道

ょ良海

き改北

暗地

客知

、

堀

、和

土昭事

提

式式様

様様る

同北年

庁

別す支

限先

期出 出
提

３ す係ら 正

示
指日
にる

也に

にで 。庁達ま る支
え限

備

年
月
日 胆第達

道律

海法

振

也

） 庁号 支



条約 北

漁のの 海

２申

北第

道業
第込 海告災
３み 示

項に

害 道号

第

のつ

補
償
規い 法 加ふ

定て 号 工ん
家肥に、

北 海

北

肥登 海

料録

北北

道

取番

海海

告

締号

道道

示

法

第第

第

昭肥 号号

和 号

料

道 公 報

海海

北北北北北北北北

道道道道

海海海海海海

第第第第第第

道道道道

第第

号号号号号号号号

第

道

海海海海

登北北北北

第第第第

録道道道

番
号号号号号

号

北 る

海 。

道 ）

告 」
平示 を
成第

十
三番 年号 地 七

んる法

和 き料よ同

昭
年届第

法出
っの 第あ条 律が
２ ふた第 ん次 号

料区 第 工項 肥の ） 加３

家の １域 き規

ん定 条 号及

類

第

種 律
法の 同同年

第肥 ）
号

同同同同

定
規の

の
条料

社
会

式
株

脂
油

同同旭同

業共
道 産海

生北同同同

社
会 名式

株 の灰

者石
同

称
月１ 二及 十び 七３ 日

ら
か

で
ま

金

限
に

曜

第分よ ２区に のび 。
る

が にる意 項係同 ６にる

素ん里定あ お 窒り加特

量３た て 全酸全第っ い
す漁の 用 量号も 準 量全

認 る業と
者

の
次

、称 り
よ

名 に 同同

分 登
の成 同同料証

肥保

は

量 録

同同同同同同同同

失％

取
表

同同代同同同同同

社
役
締

変の
者 更表

変代同同同

表

変代同同同

項名
氏 事

社
役
締

更取

日

め 同

。
る
め

改
に

」
）

該済。 第共る 法の
契 当

成域

平

区

し
な

サ

し
効）

ト月

ッ７区

ミ年

成
平

格
規
の
他
の 。そ た

同同

名

同同

譲
塚
大

長

月生

７
年

役
締
取
表

同同代同同同

原
藤

更長
表

変代同同同

前浩
充

の

の第平

次律
法

役
締
取 内

成 生
産

か月 第 者７ ） 業年 号

肥
市

歳
千

社
会分

式
株
料日

上
住

産称

日

同同

雄
静

箇
三

長
社

同同 同同同同同同

後一
幸

容脇
宮

更長
社

更成

変平同同同

年

ら

の と項 の１ 次第 、日 条
る のよ 料に 肥定 り規 お

都
長 が 事出 録届 登

業

堀
事
知

道
海

１北

地
番

所

事
知

道者
海
北

堀

月
日 っ にあ 項

堀
事

知
道

海
北

た
っ

あ
が。 更た 変

一旨

一、

四

達

成
平

締
取
料

肥

也

法

也
達

日
也月

年 達
効

失

和
昭

年



村立次

ウエ

平 木 主森間の

成 の 伐林伐と次

十 伐 と整におの

三

採 し備係り図

年

の

て計ると」

七 伐画森す及

北 海

１２３
定

安所立

保場指指アイ

予の布の

定木 林次麻そ
の の伐 定森町他 施の

業 森林

林に森 採

のつ次林 目の

道 公 報

定 北

森す 海

る平 道

予成

林

告法

定 示

で年 第

あ７

昭
和

る月

。 号年

日

第

免さ

業の小

漁業漁島

漁

場 許け

法
和つ第

昭に定

い
、
年て号 番

号

海
北

伊豊

告
道

達浦

第
示

秋同
さ

号

定
け

月 採で林るび 限

二 を定は度。

十 すめ、次

七 るる次の

日

おり

と準とお

こ標のと

き齢とは

で期り」

が伐

金

立上る省

る以す、

曜

に 方 要

はもし

木の。略

在的件法て図つ

所いの

干主すは

、示て

はにい

分主

梨分害伐部、

目部

羅限防係に伐

郡にのに

。立る、

臼る備る限は

布の）伐

麻）木。択

町

第
律

法

町伐に

第
）

号

許号

律免
法

２
第

２
の

条

の
第
内 号

種漁 第
た業置 ）容漁定

る
べ類業

項
項漁さ １

事免 第
き 条

業
漁

置

業 許 をけ の
等

日

図

該すの

当とそ

、の、
関

所び

の及

木。面

立る

北

町を

市類

る書

す係

在

採よ

に海

村

禁。

・をる

止

い
つ
に
筆
２。

上る

以す

よ

北 に
定

規
の

項

の
次
て

堀 よ
の

事 次

知 、

道 り

海

にの の 定定 次 規

保
に

う

、漁 り り名

お よの置 と
。 後
た 狩
め称業 石内 定

志容漁９

区業月月 海

３
日日 に

室

る根

係道

かま お時 た

町支

市
村立次

イウ

主森間木の

に伐おの

伐林伐のと次

に
図

し備係採り図

と整

定１２３

す
示

。成立

る平保指指ア

す

主 定 安

定木

の伐 ７に の施の 年伐 林

指

也 を
林

達 安

月係

北

森

道
海

林 庁

告法 経

示 済

第昭 部

和 林

島地

定

る る

期らで け

務

４島 の郡 べ場牧先

置漁

続許
存免置村 き牧 位

３

委場

内漁石整漁 事 期の

１２

た場後員図

間容狩

予請 成許

平免申

のと」

月
７日間

年定期

び

伐画森限す及

て計る

を定は並。

採で林度る

るる次にの

すめ、び次

と準と栽お

こ標の植と

で期り方」

が伐おのり

る以す・、

き齢と法は

る 採 業 所

立上る期省

在

法種
採 方 場要 日伐 目の

源め

上水定
、

は

所的件

磯ん。

上かい

郡のな

磯
字
町養

号

臼

第 羅

律 び

法 及

年 課
町

に第

場） 役号

備

項志会の

い２

置の

え条

区備お

免べの海にと

る

業置

の事区漁えり

許き
か、域調く

日項
区牧

成地地島

平元
ら地

元

び地 年及村

月制区

成成

日平平
月月

９７
年年

３

の。間略

月
８
ら

か
日日

そ

、のび、

はも及し

木
立る図

該す種の

当と樹

の及

木。面

一 所び

一 在関

五

切
戸

町を

市類

る書

す係

地

北

１
の

す
示

事に

知図

道の

海次

にの

覧項

縦１

て第

部

堀

す定

れ確と供規

そのこ

。よ

あのあるに

が保が
す、

とめま）り

るたり

よ

、要の

は必。次

きに

限

事措う

知な

日又
件敷なさ

で条ば

まは制

るせ生

すま再 限設りけ
魚

の親

網。用 又

身ん産

後
午
日

２

、不

ははに

数

堀
事
知

道
海で

北ま
時

５

市島

る渡

係道

に海

村北

）

也。
る

達限
に
分

町支

林

当指安

、を保

は置に １足
魚る指

親すを

該示

お

ける

なじ

で生 条個が

也
達

件れ



定 北

森を 海

解平 道

除成

林 備

告法 解え

す 示 置

る年 第

。７

除昭 次い

和 のて

月 図縦 の号年 」覧
はに日

北 海

３

解え解場保た

備
置除所安目

のて定と

除次い予林的
指

」覧安て の図縦保し

はに林

道 公 報

２

解え解場保た

備
置除所安目

のて定と

除次い予林的
指

」覧安て の図縦保し

はに林

第

定１

成解場保た

林解平

森を

除所安目

法除
す
予７定と

昭る年予林的

定月保し

和

安て 年で
あ日林指

号

道
海

北

庁

告 経
平示 済
成第 部
十林

三務

年号 課

七

る

第 省す

律 、供 理法 及

由略
し。

路の第

道そ） 、）号

用図

第

す北２

とをの

地面条

、供の定 理

た道２

る海

。

由略る在れ

省す所さ

の走所

道そ網名

、）
し

旧

地面津は

用図郡又

路
海字の

す北町跡

とを別

、供の定 理

た道二風

る

。

由略る在れ

省す所さ

の走衆

道そ網公

、）
し

健

地面津保

用図郡の

路

二

る海字

す北町

とを別

。所さ

律るの定

法

た道

在れ

第

達砂 第

伊土 ）
号

市の

第

下の ２

山壊 の

館崩 条

備 ２

町防

月び

二上

十磯

七町

日

え
備

に
場

役

金

い
置

曜

定

支規

走の

め網項

縦
て

次

林、

部り

済よ

経に

庁

保

津に

びう

及よ

課の

務

の

め網又致

別

走

保
存

支

示 林に 部図 済の 経次 庁

限 津に び分 及部 課す 務

め胆又

別

振
支

示 林に 部図 済の 経次 庁

限 伊に び分 及部 課す 務

項

達

定
規１

のの
に 道 り図 海 よの 北 に次

堀 よ部 のす 事 次示 知 、
保限 にに う分

日

林

町安

）
。
る

す
供

に
覧

３
に指

場の

役
解場保た解い
置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

場） 役。 町る

保し図に

２
に

解場保た解い
置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

所） 役。 市る

保し図に

１
に

解場保た解い
置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

） 林。 達 安る

保し図に

法

指

也 の

北

農律

２３

海

林第平 道

成

保た解

水 告 安目

産 示 除 林的

大年 号 第

臣７ ） と

第 し

か月 の る
係
に所
除場
解在

１

て

林指はす

安て」供 の 保

）

所さ省。

の定、る 理

勇水道そ
、

し

在れ由略
地面

郡の用図

払源路の

村養す北

冠んとを

占か

理

林指はす

安て」供 の
略）

所さ省。

の定、る
の

上水道そ
、
し

在れ由

か地面

郡の用図

川源路

の

町養す北

川んとを

上

る 理

林指はす

安て」供

由略）

所さ省。

の定、
路の

上水道そ
、
し

在れ

上か地面

郡の用図

川源

町養す北

川んとを

ら 号 指

の規 さ次の 定、日 理条

風排によ うに よ定 れ由

林知 の路安通 害水保る
っ と指あ 備地のが 防用

郡
東
河

所
の
林
安

た す定

る海

字
町

幌
士

。林

林産

有め水

国た道

示課

に山

図治

の部

次務

る海

に冠

分占

部び

す及

。林

林産

有め水

国た道

示課

に山

図治

の部

次務

る海

に川

分上

部び

す及

。林

林産

有め水

国た道

に山

海図治

北の部

次務
上

部び

事す及

知示課

道

除

た解。 るを

に川

堀分

、
旨

る
あ
で
定

予
る
す

め 幌
士

中

林
森

ら 海か 北７
の

一道

一知

六

る役

限村

で
堀ま
９

事の

る役

限町

え
備

）に

。場

る役

限町

え
備

）に

。場

法

え

也備

）に

達。場

和
昭

也
達

年



１

成指保保た変

平

平 定安安目更

成 年施林林的後

十 ７業のとの

三 月要所し指

年 件在て定

七 日変場指施

北 海

た 北

農昭。 海
道林和 置

告 解い水
示産年 て

第 除大法 次縦

臣律 の覧

か第 図に の号 」供ら

はす

道 公 報

６

解い解場保た

置
て除所安目

の覧定と

除次縦予林的
指

」供安て の図に保し

はす林

第

５

解い解場保た

置
て除所安目

の覧定と

除次縦予林的
指

」供安て の図に保し

はす林

号

４

林的

除所安目

解場保た

林指

安て

保し

定と

予

月 更所定業

二 予さ要

十 定れ件

七
日

流

郡）の

別。砂

紋る土

雄

金

町の 武出

曜

道備 字防

の 省。） 次 、る 理号 、
よ 由略）第

し
の３ 保 公その に 、条 う

の 設面お 林 施図に 安 共
海準 定 地北て 指 用をい

るの定 理

業 す道用 施 と

由略）在れ

省。所さ

、
の。砂

林そ上る土

、
し

地面崩

郡 用図）の

川 道

防 町 す北の

得 とを壊

新

の定 理

上 た道備 字 る海

略）在れ

省。所さ

、る
の別砂

林そ紋土

、
し

由

出

地面滝流

用図郡の

道
る海防

す北町の

とを上

在れ

所さ

の定

た道国備

滝備

白防

郡の

別害

紋干

村
国

日

林
有

道
１ 海

北の

す

す
示

に 堀図
の 事

次 知

め林同 件 た産る 要 る水

更

部第 変 務法 を

治

定

及規 予

課の る

山条 す
る る

得よ あ

新に で

び定

林幌 産佐 め水

役通 旨

町

務
山

８ 治

の 部

示 上に 滝図 びの 及次 課

林。

産林

め水有

役す

町

課示

山に

治図

部の

務次

村限

滝に

白分

び部

及す

示
に
図
の

次
。

林
有

役る

に
分
達部

る
限
に
分
部
す

限
也

ア

字

安安目更立

保保た変

とのの道

木 林林的後次

場知 、

所し指森有

の の
３

え法っ

備あ 林

にが 森
林指

イ

町立次務定

木 村間の部施

の山要

の 森伐と次治業

限

備に

に分

場部

林にお

え

ア

字そ主

安目更立

保た変
のの道の伐

木 林的後次

場。

し指森有他と

の と

２

え
備
に）

林指保

イ
立次務定安

木 間の部施林

山要所

の 伐と次治業の

ア
）
。

におの

の伐伐森

木主主村

立町

採 在て定林林 伐 はと林

定業つの の

場指施に５

件法て・

さ要い１ 方

所
れ

は

の砂伐

次土主１
、の

択２

に流、上

図のは以

図課件 伐

すの伐筆

示出

備ると」及変 採 整係り

雄予 限

計森す及び更 の

では度。武定

画林るび
場紋

め次の役

定、次町
備郡

標とおに別

るのと
置武

伐り」え雄

準おり

し 伐

齢す、い町

期とは

森て 採 て定林林の

指施に

に採 方

定業つの林伐 の

れ件法てつを

さ要い１
はこ

、のてる

は次いす
主が

砂伐に、と

土主図
にき

流、す伐で

のは示

在 伐

の伐分係る

出択部

」及変場 採 係り図課件

限
森す及び更所 の
ると

は度。武定

林るび雄予

と場紋る

次の役

、次町

おり備）
別 とおに。

の

い武 とは置

雄 り」え

郡

て備 採、し整 伐

町 す、

で

に採画 方
伐伐計 の
択

る

。るめ

るす定

法よを
齢
き期

で伐
が準

と標
こ

い

分備よつ

部防にに

る

図

。の

る次

限。て

にる
に

）

一 示

一 す

七

道

以る省て字

限
に

分
部

に林

のし覧有

上。略縦

とのすの

のそ供５

も、

る面。・

す図る１

。及）
係

関１

びの

木

防ににる立

類上

書以

種、

るる採は

備よ限伐
木
め立

定該

）を当

。。

て

市
る
す

在
。所

いの
な

有

し覧道 。略縦字 る省
そ供林

、に
のす

及）

１ 面。
図るの

以

類に 書図 係

の 関

次 び

と
当の

、も
はの
木上
立

す
在

所
の。

木る
立す

該

に

北筆

を２

）
。

る

市
る

に
村

町

産て

水い

道つ

海

分

海部

北す を示

市
る

係

る
係
に

村
町

産限

水に

道

市



１

収成起事起

地平アイ

土

収使 業 用

の業 ７者用用 法年業
の 昭月のの
部部 種 和
日名

北 海

道
海

北

イ

告 林

示 町立次務

第 村間木の部

森伐のと次治

林に伐おの山

号

のと」及

整係採り図課

備る

道 公 報

ア

字そ主

安目更立

保た変
のの道の伐

木 林的後次

し 伐 し指森有他と

の と

に５森て 採 て定林林の

指施

第

４

林指保

イ
立次務定安

間木の部施林

山要所

伐のと次治業の

採り図課件在

に伐おの

るのと」及変場

係

号

平町

成そ主村
十の伐森
三他と林
年のし整
七森て備

北な

律
法

年称類地分分

会童海し

第社児
福福道

市 第法施川 ）祉祉旭 号

人設

永
８ 規川山町 の旭永山 条

雄

計森限す及び

定あく

では並。武

画林度るび

め次にの役

定、び次町

標と栽おに

るの植と場

伐り方」え

準おのり備

齢す・、い

期と法は置

上。間略縦

以る期省て

に採 方

定業つの林伐 の

れ件法てつを

さ要い１
はこ

、のてる

は次いす
主が

砂伐に、と

土主図
にき

流、す伐で

のは示
る立

の伐分係る

出択部

更所
備よ限伐木

防にに

度るび雄予

森限す及び

は並。武定

林

紋る

次にの役

、び次町

別 と栽おに。

の植と場

り方」え

郡 おのり備）

す・、い武 と法は置

雄

。間略縦字 る期省て町
道

月林伐計

二に採画

十つをで

七いす定

日

準

、と標

はこる

てるめ

伐で伐

主が

金

係る齢

にき期

曜

にゆる丁

伐木上

る立以

育内 り会保地 よみみ目

と道設 の海建 次北園 、
の
業堀 事

り事業 お知事

供

もび、に

の及し覧

認

す図る

と種のす

の樹そ
書
係
関
び

。及）

る面。

。種、

るる採は

北
を
類

な木
め立

定該

）を当

。

村
町
市
る
す
在
。所
いの

そ供林

び、に有

及し覧
面。
図るの

種のす５

樹

及）

１
示 類に 書図 係

の 関

次 び
北す を

日

と

を当の

種、も

採はの
の。

な木る

め立す

定該

定 村
町
市
る
す
在
。所
い

２

。
た也 し

を達

名所札

一一平契落

アイ

に在に

般般成約

競競
北する

争争年関称地係

産
水
道
海

入入

月約

落平落落１契

アイ

者金当の

札成札氏住札

を

り手

決年の名所額た相

１

市
る
係
に

定６氏

北

次 海

の平 道

と成落パノプ 告

札ーーリ お 示

り年にソトン 第

一７係ナパタ

般月るルソー

２

産限

水に

道分

海部

使業面

起事起起図

アイ
を縦 者用用地の 業 業収

市
る
係
に

のの表覧 の業 表覧
を縦
地の
業面
起図

道事北北品

札札海る物

道道の

公告務海海等

の

幌称

第担建札名

告示を
当設
す部市及

量

組務央数

る総中び 号

方

称条

名３

の北

織課区

し月名

を 及大札 た

決 日日び丸幌

定

央た

所井中し 円 住藤市
条

社１
会南続

式区手

株
丁
３

西

物ココ 競 号

のュ

入等ピ

争日品ンン
５

札
に名ー

び等

り及ー

よ称タ台台

借

を貸

者量賃

札数の

落

名部部 種示場

の

定そ

決

な旭

称類地分分る
す所

道市

会人海し川

社老北

法サ川所

祉ィ旭役

福デ

示場

友ス光

ビ東

人ー市

及西

所
役
市
川

旭
る
す所

番
２

目

地
在目

所丁

び６

。
た１

しの

地

単

道の

海り

北た
当
月

１

堀

）

事価

知

和セ

目

ー丁

タ８

会ン条

整
」
光

東
ー

ピ
ッ内

ハ地

備

一
一
八

業
事

也
達



区夕知署地

張森夕先号

平 市林張か地

成 清計事ら先

十 水画務夕

三 沢区所張河

年 市川 １空

七 丁知林千敷

北 海

路道

しそ日

更の１２３

関ら成路路

たのか平道
の線の

。
係２
間７類名域

図週年種区

は、月

面
、一
北般日道夕

道 公 報

北

道 海
道路 アイ

告法 一平契

示 般成約名所

第 に在昭 競

和 争年関称地

入北す

号

の道事北北

年 札海る

第

約般

平落落１契一

アイ
金当の競

成札氏住札月

者

手入

年の名所額た相争
方札

６氏り

月名

を 及富東

号

ンを

ーーリ札

パノプ落

ルソー定

ナパタ決

ソト
ンンた

ココし

月 目森班代地

二 石林ニ田）

十 狩管小４ま

七 間空理班番で

日

前別
更の前後

変後

金

曜 敷
地

建覧見

道縦岩

海の道張

路る
道す

部供線

設に沢

海海

法

北
び

及
課

備
整。

第 告示を道道

律 公告務
第担建札

当設幌

す部市号

組務央第

る総中） 号
織課区

項

称条１

名３第

の北条

び６の

及西

決 日び士京

定

宿た

所リ新し 円 住通都
宿
式新

株西続

ス区手

ー

ュ
ピ日

番
７

目
丁

社２
会

５ ー
そ

借
貸

賃
の

等
ー

タ台台

２
の

日 の
員らでらで

かまかま 幅
延

海

土北

幌
札

道
海

国重
長 備堀

に
所事

業知

現道

木

に

在目定

所丁規

い
置
え を

域
区

の
路

道
、

り
よ

地

号
１

の
次

道

）
価
単
の
り

た
当

月
１

２

の間
と区
等複

の

丸班路路

署小道路道
名域

布先種区

瀬地の線

先利

示
告也

、
て達

ま類

網か国

先利署小紋林布

郡走ら有

丸事 か国班別

先丸西紋林

瀬務 ら有地

網ま瀬部別網

布所 紋林

署小紋林布
変

り
お

と

別

か国班別網

紋林布先利
ら有地郡走

事丸事 別網

紋林先丸西

務瀬務 郡走

別網ま瀬部

所布所 丸西

の１

瀬部

路

ら成道路道区

か平
日

路 ２

域

間７種区

週年の線の

更

、月類名

北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法
示

図 第

面

昭
和

は

道網

所
務で

事

道走

後
ろ線

湯 班

川 林

事

郡走で布森郡走

班 所 丸西町林丸西 林 務

瀬部上管瀬部

ろ 布森武理布森

班班

町林利署町林 林小
瀬地武理

上管国丸上管

後前

武理い有

事

布森郡走で布森

所 町林丸西町林 林林 務

上管瀬部上管 班班
い 武理布森武理 へ

班

利署町林利署 小林小
瀬地

国丸上管国丸 班班

前後前

有瀬地武理イ有

一
覧利

縦道武

の道上

般日

後

る線

す布

供瀬間

に丸

前別
更の

。変

、 号

建

第道

律海

法北

年

設
路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条

らで
かま

一
一
九

らでらで

かまかま

らでらで

かまかまかま

らで

知延

道
海
北員

幅
の

地
敷

定

海 規

北 の

び 項

堀長

事

道

木 、

土 り

走 よ

網 に

道

を

備 域

に 区

所 の

業 路

現

也と区
等複

達道
国重

え
、 お

て と

い の

置 次

の間 変示
告 り



北 海

区

道 公 報

１
ん
ゅゅ氏住代位

しし埋

又者 認認 功立 功名表 ん
を 可可

第

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成 告 番字

面に 示 地末

埋関年 第

立す７

先広
か

法る月 ら番工 号 網
走大事日 １

号

区網

平走

成郡
十東
三藻
年琴
七

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

らら

かかかかかかか

点

方方方方方

ららららら

方方

域点点点

地地地

ののの
点 次の三

の 分 等の の地

地 点三地

点

のか 秒 角点 のと
点か 地

伊ら 点の地ら

反方 か地点方

月

名氏 け 年
受 の区 はの

室４

日者称所名域置

た
成海幌海蘭番

平北札北

道市道市

７央事町先

年中知東地

北堀丁公

月区３の

し 先 郡正の 地
東

律功

琴法ん で 藻年ゅ ま

認
第を

村

。
第た

前後）し
号可

第
条

村 月字 二末 十広 七
日間

更の
変後

金前別

曜

敷

角角角

向向向向向向向

角角角角

度 度 度度度度度
分 分 分分分分分
秒 秒
ののの のの 秒秒秒秒秒
向 方方方方方 方方 のの
向向向向向 向

と角 か
木向 ら点向 ）

角

北ら のを
地結
点ん度度 方 緯
向 まだ
で線分 角分 度

をに分秒秒 順よ度の
方 秒 次っの

にて方向 分 結囲向

んま、

面

条４水

日３目有
だれ

４

北丁、

６也７

西達番

道番

海目

知
堀番
４

事、

１

４
、

項
の

よ
に

でらで定

まかま規
り
、
次
の

り
お
と

日地
の

国重
長

延
員ら

か 幅

地 地地 ののののの のの

点点点点 点点 地地地地
承週

点

北

公認そ間 海

有をの、 道

水受願公 告

面け書衆

公３

示

埋た及の

有項

第

立いび縦

水の
面市

法旨関覧

東秒

埋町

線たの 経 及区の

の 方 び域地

度向地点

達番

月
年

許 面
免

び

也及

公

立 名表

氏住代位区

埋

２

面
水
有

ゅ 面有項ゅ

免公３しし
功 面市功 年ん 水のん

許

間
と区
等複
道

埋町認 月

の

、係に 号 立村

正の書す

法名大次図供

とはる

第

海

第法り北

条年お、。

が函

第願道

律出

登

た木

市）っ土

別号あ館
。現

第

及
日

地地地地番

ののののび
平

点点点点積号

の 三

成 地ののの 等

６ 点地地地 基

年 点点点 準

かかか 点

域置域

名氏
区 はの

又者

次の

称所名

北札北登

点

海幌海別番の地

道市道市

中知鷲及のと

日立村可 認

央事別び地

第受 の 及法名を 可
け 年 び の
積号第日者

地条た 月 番
平室平

点

成蘭成 の

２市 地

年年 点

４７ か

点点点

地地地

ののの
か

点点点

地地地

ののの

項備

１に

第所

条業

かか

よ、

にて

定い

規置

のえ

水か

有日

公の

、示

り告

方方方２ 基）ららら月

角角 のら向向向日 ２か

砂 地方角

向

防 点

第 度度度 角
度分分分 ＝

号 －

指 分秒秒秒

ののの令 方方方 秒向向向 の

点の 区町

ら点

北堀６番か地

３丁

と

先のを

条目地

西達

５公点ん

６也番の地結

水で線

目、有まだ

丁

、次っ

６順よ

番面をに
にて

ら月月

番結囲

方５
砂

角
向日日

防
第 度
分

号

方

ららら
向

方令 の指 秒

角角角

向向向

方方
度度度

分分分 一
二秒秒秒 〇

ら

向向向

方方方

ののの

３

てて

立し

埋算

の起

面
の

方
向
、

ののの

地地地 ＝

点点点

線た

、だれ

９んま
－

び域

番及区

、 点
地
の

点点点

地地地

ののの



面

平
成
十 のののののの

三 地地地地地地

年 点点点点点点積

七

北 海

点

地地地地

のの区のの

点点域点

道 公 報

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

第

３

名住代位区

埋
置域域

氏
の区区

者
表立

称所名域

号

の
願 成願

平出出
１２

の
日国

月た 月

７っ 年 年あ

日の

月
二
十 のののののの区

七 地地地地地地域

日

かかかか

点点点点点点

かか
らららららら

方方方方方方

向向向向向向

金 角角角角角角

曜 度 度 度度度度

次の久

の 遠 ののの地

地 点漁 地地

点 の 港 点点のと

か 地 原 かか地を

ら

かん方 、点 点 らら点結

方方

線角 ＝ 北 向向らだ向

－ 緯 角角
のに

度地よ度 度 度点っ

久

ののののの 遠

地地地地地 漁

点点点点点 港

のかかかかか 原

地ららららら

点方方方方方 、 点

角角角 ＝ 北向向向向向

－ 緯角角
度 度度度度 度

林遠の地

農東農久次の
点

林京
産千産大のと

水都水郡

臣町点結

省代大成地を

霞武久らだ

区字かん

田

線
のに

が部遠

関

地よ

平庁
官

地 の勤点っ 番 １

成
月

５
年

日

日 分 分 分分分分
秒 秒
のののの のの 秒秒秒秒
向向 向向 方方方方 方方

向向

の

地地地 地の地 ののの の
点 点点点 点地点

分まて分 分 分で囲

秒をま

のかの の順れ秒 秒）秒

に区東 方ら方 方次た、

結域経 向方向 向

向 ん角 だ度

の の線 の地及度
分 地地
点 点び 点分
秒 の

分 分分分分 分

秒
ののの の 秒）秒秒秒秒

東ら方方方方 方 、かの

経方向向向向 向

向
角
度のの のの 度地

点 分地地の地

点点地点 分
秒点

をま の ので囲 先 ２まて
に区 水次た 有順れ 公 １

び
及
線
だ
ん
結域 面

事

堀
事
知
道
海
北

の

北

都は 海

、平 道

完成

市
告計
了 示画
し年 第

た７

法
。月

地秒 、
－向

と方 ＝

点の
設変変

１２３４５６７

合更 業 務立更

組事事施

のの可の可 施 所行認認

月月 期 名内 所地年年 行
在

秒 、

画

－向
方 ＝

の

北

土整

５

海

理平 道

組成

地 埋

告 立区 面

合 示 地画
の年 第

事７ の整
理
業月 用

と
点
地

○○○○

区

イロハニ

也
達

地地地地

のののの

４

昭 す
関
に
て
立位
埋

号和

日

第
律

法
年

第
）

号

資平

称地間区日容日

条

町成金成

美上平上大平

瑛川成川

町郡４郡２４計
の７

鉄美年美丁年画年

、月変月

西瑛１瑛目１

土町月町

更 北大 地本
か１３

区町日町町日日

法

整丁ら丁丁

画４

計 号 積途
漁変
和の

昭画日

港更 年

施を 法

設認 律

用可 第

地し
た

○

域点点点点

第
）
。 号

○○ 次の久イロハ

ののの 遠 の地

地地地 ○点 イ漁

点点点 港 のと

のかかか 原 地を

地ららら

かん点方方方 、 点 点結

角角角 ＝ 北 らだ向向向

○線 ニ－ 緯 のに

の久
事
工
る置

成
区大

域行郡

区計施遠
町
域
字
久
遠

海 よ

北 に
定

規
の

項
１

第

一 道 る

二 知 次

一

目平目目

行

堀 発
開

事 の

北び

組６成、及

理
合番

丁１

号３２町

１年町本
目丁

月

一

で町各

ま北の

日、目
、
目

丁部
３

に

海 定

北 規
の

項
１

第
条

度

の

堀 次
、

事 り

知 よ

道

度度 地よ度 点っ

分 まて分分 分 で囲

秒 をま

かのの 順れの 秒）秒秒

区向 東ら方方 次た方 、
経方向向 に
結域向 ん角 だ度

の 線
及度の
地 分の地 び

也 る
す

達 関
に

為

先
地
番

り
お

と

、
目

丁
１
町
大

工

地点

区

也 地
土

達

○分点 イ

秒点 の
地秒 、

○－向

と方 ＝

点の

ニ



た平道

北し海市浦

定北

海

会）幌

道。成社区

表

名町

規７献村

彰年貢町

則月賞

平日

北 海

２３４
の

市類業収使

都種事事
のの 画び施業

用用 計及

分分

業称期部部

事名行

の間地

道 公 報

業１ 北

都を 海

認平施 道

可成

市
告行 計 開

し 示者 画 発

た年 第

。７の 法 許
可

月名 昭 年

称 号和 月
日日

第

２
発る発及

所開開れ開所
可氏

び許区地許び

及発
名年又のを名

氏可域域

日工称け

月は名受

号

１
開れ開

平発る発

成区地許
十域域可
三又のを
年は名受
七

名

成氏西

工称け

道体

海団利

北は

年又尾
功公

第
則

規名正

函平上な

衛 に
）績衆 号

公

郡

館成磯し

圏

飯

計月町

市７磯

都年上

画

目

事ら丁

地か２

緑日生

成、

業平

号町

律 番磯

法 び上

年 及

第
第

成）

平号

年

１

月第

３条

住

番含の

びに者

及区た
教表

宗平河河宗代

号ま
郡郡法役

教成東東

法

更更

人年音音人員

エ
６住住沼

ホ月町町妙大

バ
月区た

二に者

十含の

七ま住

日

市市

別蘭

登室

金

岸屋

富陣

曜

く内

づ生

基の

１３

町町

彰道

表海

事北容労

知功

の
次
を
者堀

賞
受事

の知

３

磯３目 上年丁 号

表

び 駅月及

公で３ 場ま盤 広日常 前

都規
の

日項

内
地
目 園丁

海 よ

第北 に

環定
の

号事 次

４知 、

－道 り

の日吉吉源

都
り

お

堀 と

人都１１寺行

証台台泰

３

室第地地

の環番番

蘭

地

会号番

北３１

市－、

衆

日

１

目目

丁丁

番番

の

４

決
り也

お
と達

ち
う号

３

で

容護う験実医

内介行受
経、

験・保。資務師

試
場法制者験歯

会方険格

函旭網帯釧

は度の５科

市

験幌館川走広路

試札

画
計

達 市

地市市市市市

の１２
事

也

験験試す

お平試試管

と

実地験る

り成
実

日びは庁

施年施及地支

北音北
る月試、ご

す７

来見更介 市道

幌海

札早 小
区町市町援
支 稲

護 手

年医

市町市

広軽樽

帯遠

上、

受ケ囲以師

、、範

込ネか剤

申マ、薬

験ア

務保

にメ業、

者ジつ師

て等事婦

しト従健

対ン

受の日

十釧

票礎が）

験基数士

狩島川走勝路

石渡上網

室

空檜留根

、、、、 支

、
志谷

後宗

、、

知山萌

験次と

高
日 庁、

振
胆

。

め

成所表定

日平場のに
の
欄左

年右る
あの

月に欄
ると

日げ市

門
専

者。

）験る

日受す

実

山菊蘆山員

公

公孝裕修
研

近地田内務
実
験

試

和夫之一講
受

秀

松大盛
肉肉施

食同同食

雄市平

出
日幸悟

井辻岡

、

同同同

に知

助

通つ婦 以 りに産 日 よ識

る５護

すて看

知い、 上
婦

複

。

び看

及准

式、

方）

択士

地
務
勤
の

い

知な

道が

海地

北務
勤

生綱 衛衛要

は

堀合
場

事

労従づ 功良基

生優に

告

務
実
回

４
第

者者、

事き
修
研

一
二
二

婦

５護

択 達地
所

住

式、

方）

一士

次
を
験

試
講

受

所

也を
）



意１ 北

建見 海

の平意意 道

聴成見

築
石基見

平 の 取 狩準の

成 を年聴 支法聴

十 行７取 庁取

三 う月を 告昭を

年 受 。 示和受

七 日け 第

北 海

印受受す

消付

９
す験験る

る票申。
を 相と送書 にこの込 円

理 す受 当。付

道 公 報

７８

出受実受資験

平な提受

、書験務験格手

成お

証料

年郵類申経者を数

月の書理明

８送込験整

場見カす

日合込ーる

第

５６

い験験験付

問受受受受

別お合申者案期

実特な

、

経養、わ込の内間

務

るの務受

験護受せ書勤

老験

出を申

年人資こ提地験

以ホ格と

号

理生施
栄必

療、理に

学士管設

、聴士と

士語養置

法言

け 業士含れ

作覚をさ

月 る 年る

二 者 号法者

十 律は の

七 第、 住

日 許 所
可 及

る 名 第係 氏 ）に び 号

金

第築 条建

曜 物

た 額し る

の

支

道

、 海は 北き のと 面

庁

を

そ 紙

所 証

場 入

験 収

試

告

はみド免

他 所

の

火平）許

明真の

）成証写等

か

り

９９はし

ら年書を写
た

日日け

５５付

月月

込

まま）

））の

水水も

ム件管書

上ー要。先所

寮詳るは

かののす等

、
等は庁市

業母細支各

つ
従介道総

務
日等健部）

事護保務区

が業祉会村

数の福社町

務部福、

に介祉各

）る

法あ。い

療、むて

社マ精談

、摩、相

士ん
健業

福サ保助

会ッ神援

、指祉に

士ジ福務

祉ー
ほす

護師の事

介圧士従

項

福、

日

外 道 定の 海 規地 北 の敷

、ら 支 りか 狩 よ周 石 に

庁

次長
本 りル

おト

山ー と

メ の

上 欄

験 の

受 定

以 公

示

項 け

事 付

意 り

注 は

の に

た は

し 又

載 章

記 印

を 、

る印
す消

との
でで

受 署

受
り
限
に
の
も
る
あ

。の

従護課支

理

務 上す険総 以事保庁 日

福

各会

は社

者又部

る課

い

部お

務に

総課

庁祉

支

り、者

祉はかる

会て

社

能き養

視、別

、師特

士

ホ

士師人

練う老

訓ゅ護
道ム

義柔ー

、、

開

士師活

具復生

装整の

事

る住

夫 よ居

にの

文内

北

都は

３

海

、平 道

完成

市 開

胆計 発

了 振画 許

し年 支

た７

法 可

庁 年

。月 告

２

り送
を よ

票 に

験 名

月

、平開れ開所

都は
事１

許び

計完成発る発及

市

区地 画了

のを名

法し年域域可氏

た７又

。
る
す

。月は名受

北 ３４

道
海

建延意意

空 見見

知 のの支

聴聴

築べ

告
庁

た

。

にる

課す

祉布

福配

築築築

建め建敷建工建

物 準のの

地事 基主物 築

、相

第所造 のの 法住構

衛士等

科養員

歯栄談

、
、市意

者島
２

見 建建
」建聴

所紙部の 物別設

昭 者は築

有

示和 日

日 第 及

６年 び

号

第
律 号

法 番
平

）

成号

年第

３

工称け

昭

月条

和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

岩岩い
ざ 第

沢沢み ）

見見わ 号

市市

志２わ

取取

文条農 条
示 のの 面面

第

期場

号

平北北

積積日所
成広広
島島

放年市市
４会

局月央央

送８中中

及及 の

ス１

数

第氏階

用 条びび 位種
既木

た
項
１名置途別

存造

だ北北北

書島島島放建

し広広広
局物階

の市エ市送築２

定葉エ葉スの

規松フ松

及、課
取

に町ム町タ一

え由

土略備事

び省にの

のて

有そい

所、置

地し
そ及に

、所覧

で住縦

者

第

所名る

住氏す

のび供

建海 規

空北 の
項

日１

８

振 よ

第胆 に

指道 定

一 －支 る

二 庁 次

三

西業 第

行

天 発
開

号長 の

１協 １

町

丁同 項

海１合 規１ 北目組 の番
知 よ

空地 に２ 道番 定、

行

水 発
開

長 の

庁 次

支 る

ジ目

タ日丁館
地室

に）番会

オ水２集

分時
部６

る後
す午

供

丁オの

よ３放３ジ部

）

７途

、目株目用

り丁送
地更

の番会番変

次７式

の表

物代

築４４

建地社

。

を田

可
許役

築締

建取

石
名道
氏海

び北）

及は
済

の経
紙庁
別支
、狩

は

為

あ指
で設
り建

お部
と

元 為

工

純 る
す

直 関
に

谷

光

し渕

工

彰 る
す

秀 関
に 。課
る導

る
す

と
う夫

よ

広
北

び
及



納札の平

入次

イウエア

海生達にい成

北調納

道徒を入入参ず

場すに北

帯用す加れ年

柏・物るも海

広机る期

北 海

協１ 北

次な定 海

のおの平ア 道

と、適成入 教

札調 おこ用 育

りのを年に達 庁

一入受７関を 十

般札け月すす 勝

るる 競にる 教

争係。日事物 育

道 公 報

及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

第

事 北

都は

３

海

、平 道

完成

市 所開

胆計 及発

了 振画 び許

し年 支

た７

法 氏可

庁 名年

。月 告昭 月

示和 日

日 第 及

号

発る発

開れ開

１２

平区地許

成域域可
十又のを
三は名受
年工称け
七

葉椅品日所者該道

区た

の必す示

高子等に当告

学事仕平北要る第

等、
校務様成海なこ

道資と号 校用等

広規

舎机年帯格。に

改・
札１葉す

築椅入月柏定

等物

係な説日高る

に子
るど明

入る項品
物７書月学品

局

札調等 告

達の 示

以は名 第

下、称 ４

及 号

び 入

北

と月
」４量

札年数

い

番

に者び

。マ道

う日海

含の道

ま住号教
育

登登ノ平庁 別別ー成

十 市市ス

青青ジ年勝 葉葉ャ６

教 町町パ月
ン育 番番研日

７年 び

号

第
律 号

法 番
常平

）

盤成号

建
設年第

株５

第

式月条

会
社日１

月に者

二含の

十ま住

七
日

別

登番登

別
登中

市市

金

東町

別央

曜

品品及）校の

５丁

町４

購目び購

求海の

入要北入

仕道資 机

様帯格 ・

書広を

類よ東す

子に市有 点 椅

。

南と

。条こ

）る５る

シ庁

をケ育

）ラ教

丁
２

る作教

すで勝

施ュ十

実
政白

た
れ長

さ局

。成育

達
調野

府

局
の１株胆

１地機

告 う式建

示
社第

ち会指
野
牧

役
締
取号
表６
代－

定

表建海 規

代胆北 の
項

振 よ

締第胆 に

取指道

役
号長 の

中２庁 次

－支 る
に

谷 為

実行

天 発
開

川

日

番

目１

丁目

番地

１
、
番

、
ち
う
の

）
目

アイ

る

開号る入す

要そ各す

の札 掲金額

札に。札落

る
す覚

関
に

決 げ額を の

て約

入落財っ契

アイも
規 説者入書

務 札交交札

書決成

則 明付付の札作

勉

）則

入税入号規

エアイ

開入札入

に証と

札 以第 札保」 札
札保保 下
参金い

工

純 る
す

直 関

海札入入開

北入
アイウ

育の
教行札札札

道執

番
、

帯

が条道

道約海
契北

イ

定 る等加

時 うを広

行項

他札係し

おに 入に算

に
び消金

てた 及るた

い当
は の税

２て こ費額

、っ

に
定入 告の該

規、 公等当

る書 定扱額

す札 に取金

第

格記 る１

資に めいに

の場方定有の

交方効要

に入 第 付所法法な否 条
の す北北アに 項 関札 １

道道場る 規 る海海の限

で） に

項帯教所。 定 事

付た り

市庁交し よ

広育

条 証

３勝す者 定

東十

納。 の 証金 消 日加をう

税 時金よ付） ７ の 費 し

び 付 等 うす第 及 納
の 」 とる北

にると海条 免 と イすこ

ら 、 う 同者。道か 除 い
） 。、務第 納 。 じは財
付規
方 相 そ
額 者ま 法 当 の条 則

時所

十所
庁場場日場

等

丁平ア

育日
教び
勝及所

局時北に

送同

企海よ目成郵に

画道る

９よ。

総帯場北年にじ

課市は道月る

務広合海

３郵育日合

東、教４場

条

競場３

名す東

指示市

関目

に丁

札３

入南

争所

未

を載 入円

を
名

指
る
す

た 関の

しれ に満

有さ 札

が

者額 る数

い金 す端

な

該 にる し当 件あ のに 条

は 札額 反き 入金 違と た
た、 、の し
財

。落 た

条教るを め

入そ

丁企者 定

３局札 予

南育
務る の

総す 格

目画と 価

昭

で
内

囲
範

の
限

課。 制

、 含 見の 和 は を ので

む 積定

） っる 北 方 。 もめ 年 地

契こ 道 治 の たと 海 自
法 約ろ 財

額よ 規 の行

金に 務 分施

る 則 ５令

消。 第 に
相昭 費

条便庁は

税号 当和

３号勝）平

南番十火、

丁教成

育午 目

９

－局前年

企 北

画時月 海
海課ま

十北務日

道総３

広必

庁帯に

支道）で

勝

い
な
い

て
れ

さ
止

停

３

一こ

二と

四。

５ 則は端 の 規札の 分 務
無金 に 第、数
相 効額

を
格

価
の

低
最

条と当を

及。 す
以令

地下 額政

び以 る年

方

務

消財 上第

費の

と

堂３こ

講東の

階市着

条
送３）

郵南。



２
入

アイウエ

平 札調北パ調納納

成 に達海ソ達

十 関を道コを入入

三 すす帯ンす

年 るる広、る期場

七 事物柏テ物

北 海

．．

道 公 報

カキ

．
．． こ詳
の細
入は
札、
の入
執札

第

ウエオ

名所約本の

業契契日こ

手及札

でにの語入

者約

日び

るす続び及 在 あ関
かるに

号

札

る りの落

切係分
課 捨

者

業 金な 相 事 たと に 税 て

月 項品葉レ品日所

二 等高ビ等

十 の等なの

七 名学ど仕平北

日 様成海 称校

道 及校品等

広

び舎目年帯

数改
量築入月柏

金 札１葉 に
係点説日高

曜 る明等

物書月学

行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

い国約

を事称地お本契

使貨、

しをて通は

申務
海便話用調

出担北郵電

手

こす道番番す達

る当
組育言続

とる教号号る

。

語の 織庁

及停

び止 － の十－

名勝

通等 － 称教
及育貨が

者 る で ）た す 者 額っ 当
か っ、 額 る もは 金 あ を

決 札 税 落札 入 免 て落 を
者 格後 に 業 価定 書 事 札

か す あ すや 載 で と速 記
る る る

日

購び

品及）校

求海

入要北
市

類書広

気様帯

電仕道
２
南

。条

る５

よ東

）に

丁

有 び局北

り

帯る 内 在画道得

所企海
務広。 線 地総
課市
東

こ か のに

目
丁
３
南
条
３

入税 。 問 、費 と を で消

見 参課 、 にの ず 札等

わ

者 っ る業 も す事 積 加税

消る 約 、あ 契 はで た 者

）
目

アイ
札落

開号る入

要そ各す
げ額 のの札 掲金

札に。

決

て約

入落財っ契

アイも
規 説者入書

務 札交交札

書決成

則 明付付の札作

。入）

入む号

ウエアイ
札 札）第 札

開開入

保 札札にの 保参

海札入入

契北北入
アイ

教行札札

条道道執

約海

額 費か 金

を広育の

項帯

等税 の 税免
事 に

成が

札の平道

入次
アイ

行

にい
参ず

に

に定 る等

時 加れ年う

及る

い当 他札係

おに 入
２て こ費

、っ び消

てた

告の

規、 公等

には の税

る書 定扱

す札 に取

定入

第

格記 る
資に めい

の場方定有の

交方効要

に入 第 付所法法な否 条
の す北北アに 項 関札 １

道道場る 規 る海海の限

で） に

項帯教所。 定 事

付た り

市庁交し よ

広育

条 証

３勝す者 定

東十

７ の し分の 証金 場日加

付 う５及 納 所時金よの
免 アイす相財 の とにび

当務

同同者す規 除 郵ににる

第 納 にじじはる則 、 送

付 よ。。、額
以
方 るそ

等 合者か の法 場の条 上

東十所

示市庁場場日

入

条教び

場３勝及所時

す

局時北に丁平

南育日

所
丁企海よ目成

３
目画道る

務広合海９

総帯場北年
日

東、教４

課市は道月

も海名

すに北指

３郵育

入

に当告争

者該道競

る

に

要る第札

必す示

なこ
規る

格。にす

資と号関

札
を載 入

るを
す名

定指

金 す
なた 関

しれ に
有さ

し当 件 のに 条
者額 る

い

一 た該 に

二 入金 違

五

た 、の し 札額 反
財

育。落 た

条教るを め

入

価

丁企者 定

３局札 予

南

制

務る の

総す 格

目画と

のら

で
内

囲
範

の
限

課。

保、 、見第 札は は
平積地 証
っ方 金条 成も
をま

付の ９契治 納で 年た自
るめ ３金施 す定 月約法
とと ま令 こる 日額行

で消

庁

必税和ろ に費昭 。こ

条便
丁教

３号勝）

南番十火
育午 目
－局前
企 北

画時 海
道）

勝海課

十北務

道総

さ
品止
物停

３広
庁帯
支

い
資な
のい

入て
購れ

の
と
こ

る
す。
有と
をこ

格

第、５ 則はの 規札分 務
無に
相 効

に

を
格

価
の

低
最

条と当

着等

令。 こ当政る の相年よ

。を第

と額

）含

条
堂３

講東
階市 。

送３
郵南



３

調納

入
アイウ

札調北

達 に達海

を入 関を道

すす帯なす

るる広どる期
物 事物柏

北 海

．．

．

道 公 報

オカキ

．
． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

第

ウエ

落者約名所約

分業契契

札でにの

の
者あ関手

かるに 相とるす続 に在

な

号

平す切係

成る るり
十課 額捨
三税 をて

年事 加た

七業 算金

項品葉品品日

等高目等

の等の

名学仕平
様成 称校
及校点等

び舎年

数改
係説日

に札１

量築入月

る明

物書月

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が

務い すっを事称地お 当

電使 金者しをて るた申

海便話用 額は出担北郵

こす道番番す を、る当

札札とる教号号る 入落
決。組育言
語 書定織庁

及 に

び 記－ 後の十－

速名勝

通 載

－ や称教

か及育貨 す
る

月者 し額

二で た）

十あ 金を

七る 額も

日か っ
価
事 金札

税 該落
免 当て

業 額

金

で １と
者 に格

曜

び

品及）

る 未る
あ 円す

求

入要

購

る
よ

）に

類書

材様

教仕
。

有
り
得
る
。

にび局北 こ

内 費在画道 と消所企海

等務広線 税地総帯 。
の課市

課東

で丁

者３

業南

事条

税３

る
あ目

日

入
問 端、

を ので
か 満の

る参、 あにず が札
わ 数

っ はるも きす積 と加見
消約 の、契 そはた 、者
端

入

っ契要そ各す

もアイ

入書に。札

て約開号る

成げ額 のの 札作掲金

札

交交札

号入落財

イアイ
の

札規 第説者
務 入）札
明付付 保則

書決

開開入。

入む

イウエア
保 札札札にの

札） 札

入

事
税
免
か

参

海札入

契北北入

アイア

成が条道道執

平道約海

行項帯教行札

額 数費金
年うを広育の

額等の 金税
をに

参ず
にい

納札の
入次

エ

時 加れ

入

お 効要入に

に 有のる等

て 入及る

い な否他札係

の税

２ にこ費

、 札び消

定 。告の

規 る公等

に 限

めい

る し定扱

す ）に取

方定 条 証第

格 者る
資 た

の場 の 金

交方 の
びに第 納及付所法法条

す北北ア項 の財関１ 付

規 除規る海海のの 免務

帯教所定 、則事道道場

広育でに 納第項

付市庁交よ

す定 か 法東十付り 条 方
ら 等３勝

金よの し分 証 日場日加

イす相 とに う５ 時所時

当 丁平ア
同同者す 目成郵ににる

送る

。。、額 北年にじじは
の上 道月るそ以 海９よ

場

入 育日合者の 教４場

す東十所

北指示市庁場
び

道競場３勝及所

海名
示入南育日

告争所条教
企海よ

第札３局時北に

に丁

す総帯場

号関目画道る

指課市は

規る務広合

に
に

るを３郵

す名東、

定
す
に当

所者該
るも

場す
道資と

海なこ

北要る
必

を を入

高
葉

柏
広
帯格。

す
な 者関

し 札に
有 落札

。件 の る条
者 する

い と

た 、し 札反 入違 たに し

。た は第条教るめ

入 財

南育
３局予 、
ま目画価 方条丁企定 地

制 法の務の 治で総格 自

範 令
るの 行

め限 施
定課

こ囲

と

札 庁はの

にで 和
ろ内 昭

証 勝）平積保 十火、見
っ金 教成も
を 育午
９契納 局前年た
付 企

額る 総３金す 画時月約
と 課まこ 務日

条便

必税

に費。 ）で消

のさ３号

品止南番

物停
購れ丁

入て目

のい－

資な北

格い海

。勝海

有と十北

をこ道

と３広

こ庁帯

る支道

す

校
学
等

帯
道

海
北

一広

二市

六

、 則は 規札 務 南
条
５

東

無 第
効
条と

よ最
格 第

価 令
。の 政

る低 年

を

。を

と額

こ当

の相

着等

条
堂３

講東

。階市

）含

）
目

丁
２

送３
郵南



４
入

アイ

平 札調北事調

成 に達海務達

十 関を道用を

三 すす鹿机す

年 るる追なる

七 事物高ど物

北 海

．．

．

道 公 報

オカキ

．
． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

第

ウエ

落者約名所約

分業契契

札でにの

の
者あ関手

かるに 相とるす続 に在

な

号

札額捨
る 落るり

す切係
金
事 定加た

税 決をて
課

業 に算

月 項品等５品

二 等学品等

十 の校目の

七 名校仕

日 称舎様
等 及改
び築点 数に
量係入

金

物説

る札

曜

購書

品明

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が

務い すっを事称地お 当

電使 金者しをて るた申

海便話用 額は出担北郵

こす道番番す を、る当

札札とる教号号る 入落
決。組育言
語 書定織庁

及 に

び 記－ 後の十－

速名勝

通 載

－ や称教

か及育貨 す

を
で たた）

者 当し額

る
か はっ

る て額も
あ っ金

金札
税 入該落

免 、当て
者 にに格

業 書額価
事 札

未る
あ 載円す

で 記１と
る さ

日

び

入及

類書

子様

椅仕

・求

机要
。
る
よ

）に

有
り
得
る
。

にび局北 こ

内 費在画道 と消所企海

等務広線 税地総帯 。
の課市

課東

で丁

者３

業南

事条

税３

たので
か れ満の

る
あ目

札
わ 額数入

問 金端、
を

該る参、 当あにず にが
るも 額きす積 金と加見

、者っ のは

た そは
端消 の約 の、 分契

号る

っ契要そ各す

もア

作掲
札 入書に。

て約開

成げ のの 札

交交札

号入落財

イアイ
の

札規 第説者
務 入）札
明付付 保則

書決

開開入。

入む

イウエア
保 札札札にの

札） 札

入

事
税
免
か

参

海札入

契北北入

アイア

成が条道道執

平道約海

行項帯教行札

数費 ５金
年うを広育の

額等 相の 金税 に額

当をに
にい

納納札の
入次

ウエ

時 加れ

入入参ず

他札
お 効要入

に 有のる
こ
、 札び
て 入及

い な否
。告
規 る公

に 限の
２ に

資 ため
る し定

す ）に
定

の場方定 条 証第

格 者る

の 金

交方
第 及 納付所法法条 ７ の

北ア項 財 の関１ び 付に

除る海海のの 務 免す北

所定 則 、事道道場規 規
付広育でに 第 納項帯教
市庁交よ

方

３勝す定 法条東十付り

等か

金よの し分 証 日場日加

イす相 とに う５ 時所時

当 丁平ア
同同者す 目成郵ににる

送る

。。、額 北年にじじは
の上 道月るそ以 海９よ

場

入 育日合者の 教４場

す東十所

北指示市庁場
び

道競場３勝及所

海名
示入南育日

告争所条教
企海よ

第札３局時北に

に丁

す総帯場

号関目画道る

指課市は

規る務広合

に
に

るを３郵

す名東、

定
当

日所者該
るも

期場す
海なこ

平北要る
必す
に

道資と

成
追
年鹿格。

札
を を入

日学
１等
月高

とす
な 者関

し 札に
有 落

し 。件 の る条
者 する

い

一 たに

二 入違

七

教るめ

入 財た 、し 札反

予 、第南育。た はら条
３局
丁企定 地

で総格 自ま目画価 方条

限 施定課制 法の務の 治

囲 と範 令るの 行め

札 庁はの

で 和ろ内 昭こ

証 勝）平積保 十火、見
っ金 教成も
を 育午
９契納 局前年た
付 企

額る 総３金す 画時月約
と 課まこ 務日

条便

必税

に費。 ）で消

のさ３号

品止南番

物停
購れ丁

入て目

のい－

資な北

格い海

。勝海

有と十北

をこ道

と３広

こ庁帯

る支道

す

校
月

町
追

鹿
郡

東
河

道
海

）北

第、 則は 規札 務 １
町

西

無
効

に

条と

最

第

価 令。の 政る低 年よ

を
格 。を

と額

こ当

の相

着等

条
堂３

講東

。階市

）含 ）
地
番

８
目

丁

送３
郵南



５
札調北）

入類

ア
に達海

関を道

すす帯

るる広

事物柏

北 海

．．

．．

道 公 報

．

エオカキ

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

続び及の入

に日び執札

第

ウ

落者約名所

切係分業契

札でに

る りの
課 捨

者あ関

相 事 たとるす に在 税 て
業 金なかる

号

イ
平入す

成札落る
十札 金額
三決 額を
年定 等加
七に に算

項品葉
等高
の等
名学
称校
及及
びび
数北
量海
道
鹿
追
高

お本契行説

い国約は明

て通は、書

電使貨、公に

話用調開よ

番す達する

号る手る。

言続。

語の

及停 －び止

通等 －貨が

務 す 者 額っを事称地 当
あ を者しを る で ）た申

便 額 る もは出担北郵 金

す道番 を か っ、る当海

札とる教号 入 免 て落こ

事 札決。組育 札 税 落

書
業 価定織庁

記 者 格後の十－ に
で と速名勝 載
あ すや称教

る る るか及育 す

月当 係し

二た るた

十っ 消金

七て 費額

日は 税

額
札 取金

入 の該
、 等当

書 扱

金

記１
に いに

曜

さ未
載円

等
学
校
校
舎
改
築
に
係
る
物
品
購
入

有
り
得 内
線る
。

所企海 こ か のにび局北

問 、費在画道 と を で消
等務広

わ 入税地総帯 。

参課東 、 にの課市 ず 札

南 も す事条 積 加税３ 見
はで丁 た 者者３ っ る業

消る 約 、あ目 契

日

にが
額数

金端
たの

れ満
のは 額き 金と 該る 当あ
、
そ
端 の

の 分

実
験
台

て約

落財っ契要そ

イも

の札作

規 者入書

務 交札
決成の 則 付

札交

入む号入

エアイア

札）第説 札
開入。入）
明付

札
保 札にの

書 保参

海札入入開

北入
アイウ

金

育の
教行札札札

道執

等税 の 税免 額 費か
事 に

道約海

入次契北

エアイ

にい成が条道

納札の平
行項帯 入参ず

金 に
数 ５

加れ年うを広

達
生調納

イウ
当を
額 相

第 実す
用を入

徒

方定有の

方効要
札 １入 第 法法な否他 条

る 規 海の限 の 北アに 項

育で） に

教所。 定 道場

者 定

十付た り

庁交し よ

条 証

勝す

の場

の し交 分の 証金 日加

に ５納 時金よ及付所 の

北 相の と財関 に付 うび

る規る海 当免 イす務す

る、 同者則事道 す除 に

広 額納 じは第項帯

付 。、

市 以

３ のか 法 の東 上条 方 そ

所
庁場場日場

入ら 等 者

育日
教び
勝及所時所

十
局時北に丁平ア

送同

企海よ目成郵に

画道る

９よ。

総帯場北年にじ

課市は道月る

務広合海

３郵育日合

東、教４場

名す東

場すに北指示市

所者該道競場３

るも海
す示入南

に当告争所条

に丁

北北要る第札３

必

海海なこ
。にす

道道資と号関目

高定指

広追規る

帯鹿格

期
高学るを

葉等す名

柏

の
ど等
な品日

台物
験る

目様成

品仕平

２
等
年

るを め

説日
札１

点入月

者 定

局札 予

育。落 た

教
務る の

総す 格

画と 価

企
条

で
内

囲
範

の
限

課。 制

見南 札は第 の

３ 保、 積
っま目 方 金 も条丁 地 証

法 付 契の 治 納 たで 自 を
額る 行 る 金め 施 す 約定

とと 令 こ
消こ

便庁は

税に 和

費ろ 昭 。

条
３号勝）平

南番十火、

丁教成

育午 目

９

－局前年

企 北

画時月 海
海課ま

十北務日

道総３

広必

庁帯に

支道）で

勝

学品止

等校物停

３

海購れ

校北のさ
資な

海河のい

北道入て

広鹿をこ

帯郡格い

道東
西る

東町す。

市追有と

明

南１と

条町こ

５

様
仕

求
要
び
及）

書月

一書

二に

八

を
格

価
の

低
最

。
る
よ

等よ

を第

額令

当。 政

相る 年

含

と

堂３こ

講東の

階市着

条

目
２丁。

送３）

郵南。
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地
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一
６

．連

平 の

成 調

十 達

三 契

年 約

七 に

北 海

． ．
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道 公 報

エオカキ

約本のの細

契日ここ詳

札札、

の語入入は

名所

執札

続び及の入 在手及
に日び

第

ウ

の落者約

す切係分業契

札でに

る 落るり
課 札額捨

者あ関

加たとるす に 税 決をて
業 に算金なかる 相 事 定

号

。札

開号る入

各す

アイ

る等

時げ額

の掲金

札に
お入に

に

月 関

二 す

十 る

七 事

日 項

金

曜

約は明

称地お本契行説

、公に

て通は、書

い国

話用調開よ

北郵電使貨

。

道番番す達する

海便
育言続。

教号号る手る

語の 庁

及停

び止 － 十－
勝

通等 － 教
育貨が

務 す 者 当し額っを事 当
者しを る で たた）た申

額もは出担 金 あ っ金を

を か はっ、る当 額 る て

とる 入 免 、当て落こす

札決。組 札 税 入該落札

業 書額価定織 書 事 札金

速名 記 者 にに格後の に

載円すや称 載 で 記１と

係

る る さ未るか及 す あ

こ費

、び消

て及る

い札
定告の

規公等

にの税

２
る
資めい

る定扱

すに取

有札
を入

格

日 有 局北

り

線 総帯る 内 画道得

企海
務広。

課市
東

満のにび

目
丁
３
南
条
３

と を たので消所 こ か れ

入税地 。 問 金端、費在

にの ず にが札等

わ 額数
加税 見 該る参課 、 当あ
る業 も 額きす事 積 金と
、者者 っ のは

た そはで

端消る の約 の、あ 分契

の条
者る

いす
な関

しに
、し 札反 入違 たに し件

は 規札 務入 財た

製型

事
う型式の概要

１

た

造 所技技式

業遊遊型

製 正、成

適で平

のの
務

検又代

定は造 化同
に則７申名又 等規年表

条

第月請称は 者

北

遊の 海

技遊 道

機技

イ

公

の機 安

認の

予平

委

定型

定成

員 時

及式 会

免 に額 数費か ５金

期年

額等税 相の 金税

事 当をに

北

イア

予平海名電 事

定成道称気

鹿及類 品品 務

目 機時

第、 則

器期年追び、 目

無
効
条と

定海名

の予北

このア

告

び

に期帯及

約時道称

契

の験 式業 の機機試 よ広

名名号

在種区番 者

所の
地類分
ぱ遊ド株

ち技キ式

ん機ド会

このキ社

及キ

技定ラ尾

遊認ド高

の 者及検 関

型ラ
びュ

機

のび査 す９

行 法第氏住を る氏 条日

愛株代愛 項
律１名所名

取県 和規知式表知 昭の
定県会
名社締名

尾屋 法よ古高役古 年に

ヶ中 第公市内市 律り屋

示中

びに

川島川

告

型関

８

示

式す

月

第

のる

頃

道

検技 号

定術 公

にの
等上

安

す格
関規

委

規適
るに

員

等量材

類８高数教

則合

、月
頃学類 家

舎務

類校事

具点校、点

類に類

械築器

器改機

、

類

房物具

厨る家

、係、

達高

調葉量

る柏数
類品

て舎

い校

お校

に学

後等

定る

予係

がに

達築

調改

式
す

関
に
等

定
検
の

一 る二 規九

６
第
則

す北

）太博蔦 る海 号区敏区

通町 公 第平元 。道
安

目目 員 第丁丁 委 条一一

会 ４
項３

定

長 検地地 員 の番番 委

し
い

潮 を

会

和い
昭て

告る
年旨

示

安
公定

家検
国の

則等
規業

会営
員俗

委風

厨
、

類
械

ど入器

な購、

る購

れ品

さ物

ど
な

類
房

量
数

、
称

名
の

等
品

物入

。

田 う

イ
号
１

第
条 び

及

行
を

）
び

）及
号制

４規
第の

っ 公
の

札
入

の
そ

６業
第



事

検検又代製う型式
４

名又業遊遊 表 定定は造

有請称は所技技 者 の申

のの 効の 者及検の機機

のび査所

北 海

事
う型式の概要検検

３
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

検検又代製う型式の
２

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

号

検検 平
成定
十定
三年

年

月番

七

類分

氏住を在種区 期氏
代愛ぱ遊

間名所名行地

示知式表知ち技

公愛株

稲この

の県会取県ん機

古サ役沢遊認

日名社締
杉大機及

平屋ン市技定

中イ島矢び

成市セ
ー志高式

年区ア紀町型

番 者

月のル男松の

７丸

類分名名号日号

在種区

平第

地

株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機・会

年 桐この新社

生遊認綱平７

市技定取和月号

広機及物

沢び語日

を 期 者氏

丁の

二式

町型

日号間名所名行

番氏住

平第公群株代

名号
株

示馬式表 成 式

の県会取 会

日桐社締 年 社

生平役 高７

成広中

尾月号平市和
沢島 日

区 期氏

月丁潤

７二
年町

行地類分名

氏住を在種

株代愛ぱ遊レ

間名所名

示知式表知ち技ッ

公愛

のゴ

の県会取県ん機ツ

古遊認ー

日名社締名こ

古高役

機及ウ

平屋尾屋技定ザ

中ヶ中びル

成市内市

年川島川型ス

７区敏区式

月太博蔦の

月日号 二
十平第 七成 日

年
７
月号

金日

曜

内ア五検

）丁ド二等

日二ン十定

ィ地関

か目デ番に

ら

る

３番一す

年

目検

第
条
６
第
則

間号規

定
等

則
規

８る

のす

地関

番に

目

第
条
６
第

日
）

検

間
年８
３の

ら地
か番

平元
丁に

）一一等

日通町定
す

ら目目関

か丁
３３

第
則

間地地規

年番番る
第
条
６

日

要検検検検又代
イ
号
１

定の 型申名 定表 定定は

６

イ
号
１

年有 式請称者

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

定

型式の概要検検検

５
技式定の 遊遊型製型定

代製う

イ
号
１

年有 造 技

定は造事

要検検検検又

定の 型申名又業 定表 定

の概

年有 式請称は所 者

び 番効の 試者及

造
型製

所名

番氏住 期氏 月 験の

第公東コ代

号日号間名

平

示京ナ表 成

の都ミ取

日新パ締 年

宿ー役 ７

成西ー木

月号平区ラ
新エ戸 日

の 者及検の機機

年宿ン

者 氏 のび査所のの式業

類分名名

氏住を在種区

サ

名所名行地

ミ

東サ代埼埼ぱ遊

ー

京ミ表玉玉ち技

株

都ー取県県ん機

式

豊株締川狭この
定キ会

島式役越山遊認

大機及ッ社

区会市市技

池見台字びズ

東社里南

効 式業 機機試

袋一中型

種区番期 者月 のの験番
第公

類分名名号日号間

平 回遊オ高

示 成 胴技サ砂

の 式機ン電

日 年 遊のポ器

技認テ産７

成

機定ン業月号平

及ゴ株

びク式日

効の 試者及検の

型会年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

第公大高代三三

号日号
平

示阪砂表重重 成

の府電取県県

日大器締度志 年

阪産役会摩 ７

石玉浜

月号平市業郡郡

成中株
央式井城島 日

名名
者

式業

年区会町町

株
式

ドセ
イン

ガサ
勝社
必会

イ
ア

目イ

月丁テ二

７一タ秀
ト

か１ン

）番メ

日６ン

式

社

間会

年式

３株

ら号

字検

丁治目田の

二丁新

目

番芝定
等 番地

に
規
る １す 地 号関 番 ２８

の月

式社７

６
第
則

検
す３

関ら

にか

等）

定日

治蚊大

６
第
則

規間

る年

字塩

月船夫野字

７南社
場

広

）丁原字

日二松屋

か目

見 ら９
３番番
番 年

ィ
デ

ド
ン

ア
ル

ー

１ 間号

一
三
〇

号
２

第
条

イ
号

１
第
条



式の概要検検検

９

平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

三 機試年有

年

月 の験番効 式業

七

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

代製う型式の概要検

８

業遊遊型製型定 表造事

試年 造 は所技技式 者
又

のの験 式業 の検の機機

月 査所

第

は

の概要検検検検又

７

定の 型製型申名 定定定

業試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 式

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

月 分名名号日号間二
十 平第公 タ 遊七 示 成 イ 技日 の 機ひヨ

日 年 のとー

認みエ７

成

定のレ月号平

及料ッ金 び理ク日

型教株年曜

期氏

の２会月

式室式７

所名行地類

氏住を在種

第公愛タ代愛ぱ

号間名
示知イ表知ち

の県ヨ取県ん

日名ー締名こ

古エ役古遊

ッ濱市機

号平屋レ屋技

西ク岡西

成市

寄

７見式洋見

年区株区

在種区番 者 氏

月寄会平

名行地類分名名号日

を

平 奥 代愛ぱ遊

成 村 表知ち技

取県ん機ギ遊

年 締名このャ機
ギ式月

役古遊認オ株７

屋技定

森市機及ャ会

式マ

和型ア

昭びオ社日

氏住 期 者

二鶴のゾ

康区

奥

名名号日号間名所

番
平第公愛 ビコ

示知村 成 ッナ

の県遊 グミ

日名機 年 フパ

古株 ォー７

成市会

ーラ月号平屋式

チー

昭社 ュエ日

タ７区

ンン年和

地類分

を在種区

テ月鶴

川式機

奈胴技

神回遊

行

及

間機定

座技認

県遊の

丁の

５式

原型

東び

市

日 検社

す３

関ら

にか

等）

定日

町

第
条
６
第
則
規間

る年

町社

日
間
年
３
ら地地 か番番 ）

目に

丁等

二定３

舞検ン
る

番す

２関

舞

第
条
６
第
則

号規

イ

２

ンか目

メ）丁

ン日二

株３番

トら

式年

番等

１定

目検

社
会間号

６
第
則
規
る
す

号関

１に

イ
号
１

第
条

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

造

検又代製
号
２

年 造 所 請称は 者

申名又 表 定は

のの験 式業 検の機機試
名号

を在種区番 者

査所
行地類分名

兵回遊メ株

庫胴技ガ式

県式機ク会

尼遊のラ社

市機定シッ

崎技認イネ

者及

町型

本び

東及スト

氏 月 験のび 番効 業の 試

号間名所名

番氏住 期 者

平第公大株代

名号日

株

示阪式表 成 式

の府会取 会

日堺社締 年 社

市ネ役 ネ７

成ヶト国

ッ月号平旭ッ

ト

丘本 日

式 の 者及検の機機

年北

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

株代兵回遊ト

間名所名

示阪式表庫胴技リ

公大

のル

の府会取県式機プ

崎技認チ

日堺社締尼遊

市ネ役

東及ン

平旭ッ市機定ャ

丘本本びス

成ヶト国

式業 の機機試

年北町型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 兵回遊ト株

成 庫胴技ー式

県式機フ会

年 尼遊のオ社

崎技認ヤネ７

市機定コッ月号

東及ト

査
の 者及検

町型

本び日

名所名行

氏住を 氏 のび
締

府会取

阪式表

大株代

ケト国

旭ッ
市ネ役

堺社

定

目検

丁の

３式

北
丘本

す
関
に

番等

一 る三 規一

丁
月１司

７町幸

６
第

則

年
３
ら号

か５
）番

日４
間

月１司丁の

７町幸３式

丁目検
定 日４

ら号関

か５に

）番番等

式

６
第

則

間規

年る

３す

定

目検

丁の

３

６
第
則

規
る
す
関

に

番等

条

号
５

番
４
丁

１司

町幸

２
第

条

号
２

第
条

号
２

第

号



造事

検検又代製う型式

申名又業遊遊 表 定定は

機 有請称は所技技 者 の

所のの 効の 者及検の機

のび査

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
三年

年

月番

七

類分

氏住を在種区 期氏
代群回遊

間名所名行地

示根式表馬胴技

公島株

前遊の

の県会取県式機

江弁役橋技認

日松社締

菅西上及

平市慶市機定

田川細び

成

忠町式

年町井型

７

の

日号

在種区番 者

月番男

平第

地類分名名号

埼回遊ロ株

成 玉胴技ン式
会 県式機

年 川遊の－社
北７ 口技認

市機定電月号

戸及子

氏

丁の

４式

東型

塚び日

名所名行

番氏住を 期 者

第公東株代

名号日号間

平 株

示京式表 成 式

の都会取 会

日豊社締 年 社

島北役 北７

成西子小

電月号平区電

子

池林 日

期氏

月丁子

７１昭

年袋

地類分名

氏住を在種区

代埼回遊キ

間名所名行

京式表玉胴技タ

公東株

ャ

の都会取県式機チ

示

技認ン

日豊社締川遊の

島北役口
戸及ン

平区電市機定カ

池林塚びト

成西子小

１昭４式ー

年袋東型リ

７
月丁子丁の

月日号 二
十平第 七成 日

年
７
月号

金日

曜

検 地番

ら関

かに

）等 地 日１定
条
６
第
則

間規

年る

３す

に

番等

２定

目検

第 第
条
６
第
則
規
る
す

号関

目
年
３

ら号
か７

）番
日７

目目検

間

に

）番番等

日７２定

か７
間規

年る

３す

ら号号関
第
条
６
第
則

日

は

要検検検検又代
号
２

者 定の 型申名 定表 定定

号
２

年有 式請称

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名 定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

検又代製う

号
２

年有 造

表 定定は造事

要検検検

所 者 定の 型申名又業 定 型製
の概

年有 式請称は

験のび 番効の 試者及

造

間名所名

番氏住 期氏 月
平第公東株代

号日号
示京式表 成

の都会取

日江社締 年

東ミ役 ７

成有ホ安

月号平区ズ
明藤 日

業 の 者及検の機機

年三

区者 氏 のび査所のの式

地類分名名

氏住を在種

株

名所名行

式

東株代千ぱ遊
ん機燃会

京式表葉ち技

締四このえ社

都会取県

東ミ役街遊認よミ

江社

及神ホ

区ズ道技定龍ズ

明藤鷹び拳

有ホ安市機

番効 式業 機機試

三の型

間

種区番期 者月 のの験
平第公

類分名名号日号

回遊パ株

示 成 胴技ラ式

の 式機パ会

日 年 遊のラ社

技認セ弁７

成

機定ブ慶月号平

及ン
び日

番効の 試者及検の

型年

を在 期氏 月 験のび査所

号間名所名行地

番氏住

平第公島株代群

号日

示根式表馬 成

の県会取県

日松社締前 年

江弁役橋 ７

成菅西上

月号平市慶市

田川細 日

パ株
名名

者
式業

年町井

慶
ト弁
イ社
サ会

ラ式

１
月目雄

７丁寿

）地
日番
か

一の

丁寿台式

間
年
３
ら

１等

番目定

１丁検

目雄

番に

地

式７

６
第
則

規
る
す

地関

の月

検
す３

関ら

にか

等）

定日

忠町

６
第
則

規間

る年

７
月番男

地番

間
年

３
ら

か
）地 日１

一
三
二

号
２

第
条

イ
号

１
第
条



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

三 機試年有

年

月 の験番効 式業

七

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

月 分名名号日号間二
十 平第公 株 遊七 示 成 式 技日 の 機キ会

日 年 のュ社

認ーミ７

成

定テズ月号平

及ィホ金 びー日

型ハ年曜

在種 期氏

のー月

式ニ７

間名所名行地類

氏住を
葉ち

第公東株代千ぱ

号
示京式表

の都会取県ん

日江社締四こ

東ミ役街遊

ホ安市機

号平区ズ道技

明藤鷹

成有
目雄一

７丁寿台

年三の

号日

を在種区番 者 氏

月

平

名行地類分名名
株 代千ぱ遊

成 式 表葉ち技

取県ん機燃会

年 締四このえ社
龍ズ月

役街遊認よミ７

道技定

安市機及神ホ

藤鷹び拳日

期 者

雄一の

寿台式

の型

名号日号間名所

番氏住

平第公東株

名
株

示京式 成 式

の都会 燃会

日江社 年 え社

東ミ よミ７

成有ホ

龍ズ月号平区ズ

神ホ

明 拳日

年三

類分

を在種区

月目
７丁

ん機

葉ち技

千ぱ遊

行地
道技定

街遊認

四この

県

の

台式

の型

鷹び

市機及

一日 検
す３

関ら

にか

等）

定日

丁

第
条
６
第
則
規間

る年

１

番

）地１

日番目

か

等

目定

丁検

間
年
３

ら地
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